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「

子

供

｜｜
ベ
ル
リ
ン
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
出
席
し
て

と

三五日
楽

印
象
深
い
ド
イ
ツ
へ
の
旅

ベ
ル
リ
ン
の
秋
は、
か
な
り
冷
え
込
む
け

れ
ど、
そ
れ
だ
け
に
紅
葉
が
鮮
や
か
で
美
し

〈ね＆い

い。

紅
が
映
え
る
信
設
路
と
は
違っ
て、

黄
褐
色
が
主
調
だ。
そ
の
ベ
ル
リ
ン
の
閑
静

なア
角
に
日
独
セ
ン
タ
ー
が
あ
る。
東
西
交

流
の
場
と
し
て
様
々
な
文
化
的・
学
術
的
な

催
し
が
行
わ
れ、
広
く
世
界
に
知
ら
れ
て
い

る
が、
私
は
た
ま
た
まプ
昨
秋
と
昨
秋、
二

年
続
け
て
問
セ
ン
タ
ー
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
招
か
れ
た。
一
昨
年
の
テ
l
マ
は
「
高

等
教
育
と
大
学」
だっ
た
が、
昨
年
は
「
束

奏
曲
の
合
奏
を
含
む
ス
ズ
キ・
チ
ル
ド
レ
ン

の
減
奏
は、
約
三
百
名
の
市
民
か
ら
大
き
な

喝
采
を
浴
び
た。

ホ
l
フ
の
音
楽
学
校
は、
こ
の
町
に
あ
る

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
（図。町内『
ω判S℃
ぎコ安
号
、

団
長
は
町
の
議
貝
も
兼
ね
る
W－
ア
ン
ト
ン

氏）
の
付
属
学
校
の
か
た
ち
を
と
っ
て
い
る

が、
大
変
立
派
な
施
設
で、
ス
ズ
キ・
メ

ソ
ー
ド
で
学
ぶ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
や
チ
ェ
ロ
の

レ
ッ
ス
ン
も
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
た。

プ
ハ

川

久

々

才
能
教
育
研
究
会
常
務
理
事

LH』Fト

嶋

嶺

雄

（
国
際
社
会
学
者）

と
西」
シ
リ
ー
ズ
の

環
と
し
て
の
「
子
供

と
音
楽」
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
で、
十

月
二
卜
四、
二
十
五
の
両
日
に
わ
た
り
延べ

八
十
名
前
後
の
参
加
者
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ

た。
才
能
教
育
研
究
会
か
ら
は
豊
田
耕
見
会

長
と
私
が
参
加
し
た。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
た
め
の
ス
ズ
キ・

メ
ソ
1
ド
の
子
供
た
ち
十
名
に
よ
る
演
奏

（
第一
日
目
の
夕
刻）
も
大
変
に
好
評
で、

そ
の
水
準
の
高
さ
が、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加

者
に
多
大
の
感
銘
を
与
え
た
も
の
と
思
わ
れ

る。
盟
国
会
長
の
新
し
い
構
想
と
厳
し
い
練

習
の
積
み
重
ね
に
よ
り、
今
回
は
合
奏
と
独

2 
有
意
義
な
国
際
的
討
論

国際シンポジウムでの演奏

二
日
間
に
わ
た
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は

日・
独・
英
の
立
派
な
同
時
通
訳
付
で、
ド

イ
ツ
や
日
本
を
は
じ
め
ア
メ
リ
カ、
ハ
ン
ガ

リ
ー、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
か
ら
幼
児
教
育
の
専

門
家
や
音
楽
教
師
も
参
加
し
て
熱
心
な
討
論

が
展
開
さ
れ
た。

第一
日
目
の
盛
岡
緋
児
会
長
に
よ
る
導
入

講
演
は、
「
才
能
は
生
ま
れ
つ
き
で
は
な

い」
「
才
能
は
育
て
る
も
の
で
あ
る」
と
い

う
鈴
木
鎖－
先
生
の
哲
学
に
言
及
し
つ
つ、

「
音
楽
的
で
な
い
子
供
は
い
ま
せ
ん」
と
の

立
場
か
ら、
ゲ
ー
テ
の
世
界
に
も
触
れ
て、

「
音
楽
は
世
界
を
救
う」
と
い
うパ
プ
ロ・

カ
ザ
ル
ス
が
四
百
人
の
ス
ズ
キ・
メ
ソ
l
ド

の
子
供
た
ち
の
演
奏
を
聴
い
た
と
き
に
発
し

た
言
紫
を
紹
介
し
た
絡
調
高
い
も
の
で
あっ

た。二
日
間
の
会
議
で
は、
初
日
に、
「
ス
ズ

キ・
メ
ソ
l
ド
1ー
音
来
と
幼
児
教
育
お
よ

び
そ
の
普
遍
性」
と
組
し
た
私
の
基
湖
報

告、
次
い
で
「
音
楽
が
ス
ズ
キ
学
齢
前
児
童

お伎
が
中
心
で、
バ
ッ
ハ
の
二
つ
の
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
の
た
め
の
協
奏
曲
に
始
ま
り、
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
の一ア
ィ
ヴ
エ
ル
テ
ィ
メ
ン
ト
百
三

十
六
番
で
終
わ
る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
あ
い
だ

に
は、
ベ
ー
ト
ー
ヴェ
ン
の
ピ
ア
ノ
三
重
奏

曲
第一
番
が
組
み
込
ま
れ
て
い
た。

ベ
ル
リ
ン
へ
の
途
次、

私た
ち
は、
成
聞

か
ら
フ
ラ
ン
ク
フル
ト
到
着
後、
パ
ス
で
三

時
間
も
か
け
て
チエ
コ
国
境
に
近
い
ホ
l
フ

（
H
O
F）
と
い
う
小
さ
な
美
し
い
町
を
訪

れ
た
が、
そ
こ
に
は
ス
ズ
キ・
メ
ソ
l
ド
で

教
え
る
立
派
な
音
楽
学
校
が
あ
り、
六
十
名

の
ド
イ
ツ
の
子
供
た
ち
と
の
キ
ラ
キ
ラ
忠一
変
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ス
ク
ー
ル
で、
ど
ん
な
違
い
を
も
た
ら
し
た

か」
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
ヴ
エ
テ
ラ
ン
教
師

ス
i
ザ
ン・
グ
リ
リ
さ
ん
の
報
告、
さ
ら
に

ド
イ
ツ
で
才
能
教
育
運
動
を
リ
ー
ド
す
る
ケ

ル
ス
テ
ィ
ン・
ヴ
ア
ル
トベ
ル
ク
さ
ん
の
報

告
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ス
ズ
キ・
メ
ソ
ー

ド」
と
い
う
三
本
の
総
論
的
な
報
告
と
そ
れ

を
め
ぐ
る
討
論
が
あっ
た。

第
二
日
日
に
は、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
大
作
曲

家
コ
ダ
l
イ
の
理
念
に
基
づ
く
音
楽
教
育
の

実
例
が、
カ
タ
リ
ン・
キ
ス
女
史
に
よ
っ
て

紹
介
さ
れ
た
り、
世
界
的
な
チェ
リ
ス
ト、

ヨ
ー
ヨ
ー－
マ
氏
の
実
姉
で
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ

ス
ト
で
あ
る
と
同
時
に
小
児
科
医
で
も
あ
る

ヨ
l
チ
エ
ン
・
マ（
馬
友
釆）
さ
ん
が、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
児
童
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
実
践

報
告
を
し
た
り、
ド
イ
ツ
の
若
い
女
性
の
脳

生
理
学
者
ユ
1
リ
ア・
シ
ユ
ペ
ア
リ
ン
ク
さ

ん
が
子
供
た
ち
の
音
楽
と
早期
教
育
の
関
係

を
「
乳
幼
児
の
脳
の
順
応
性」
と
題
し
て
科

学
的
に
説
明
し
早
期
教
育
の
有
効
性
を
強
調

す
る
な
ど、
ニ
H
自
の
各
論
も
大
変
に
有
縫

で
あっ
た。
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3 
ベ
ル
リ
ン
で
の
一

茶
論
議

このよ、フに今回のシンポジウムでの

報告も議論もきわめて有意義であった

が 、先の私の報告に際し、スズキの子

供たちは一茶の俳句を朗読するそうだ

が 、その意味
するところは何か 、と

いった質問が会場から飛び出したのは

印象深かった 。私は「ドイツでも 、イ

ギリスやフランスでも 、子供たちがよ

く詩を朗読するように 、型とリズムの

ある日本の伝統的な短詩としての俳句

の朗読と暗記は 、幼児教育としても大

切で 、鈴木鎖一先生は子供にも親しみ

ゃ
すい一茶の俳句を百句選ばれたの

だ」といった返答をしたのだが 、まさ

かベルリンで一茶の俳句の朗読が話題

になろうとは 、思いもよらないことで

あった 。
一茶の俳句をめぐるベルリン日独セ

ンターでの論議で感心したことは 、俳

句についての認識のレベルが高いこと

であった 。出席していたドイツ人女性

が反対される理由は 、才能教育が天才

教育だと誤解されかねないことのほか

に 、「あきやけが
よろこばしいか

かたつむり」といった－茶の句は 、子

供には意味不明のかなり不道徳な句だ

とい、つものであった 。

私は最近 、鈴木鎖一先生が子供向け

に『一茶百句俳句かるた」をつくられ

たときの文章と二万匂もあるという一

茶の句のなかから選ばれた百句を読む

機会があったが 、そこにはもとより 、

鈴木（正）氏が例示しているような句は

入っていない 。
4 「音楽が世界を救う」

いずれにせよ 、今回のベルリンでの

二日間の会議では 、スズキ・メソ1ド

への内外の評価やドイツの音楽教育が

抱える問題点についても真剣に議論さ

れたのは意味深く 、「スズキ・メソー

ドはなぜ西洋音楽なのか」「中 ・陥先生

はなぜ音楽以外の追を選んだのか」と

いった鋭い質問には私もタジタジと
の－人は 、千代女の有名な句「朝顔に

釣瓶とられてもらひ水」をその箇所だ

け日本語で引用して 、この句のもつ情

景と情緒を英語でうまく説明したのち

に 、松本に発祥したスズキ・メソ1ド

の子供たちが信濃国の産んだ一茶の俳

句を崎諭するのは大変よいことだ 、と

結論づけていた 。

日
独
セ
ン
タ
ー
で
豊
田
会
長
夫
妻
と

なった 。同時に 、鈴
木飢一先生ゆかりのベル

リンで 、「音楽を子供のために」「音楽

が世界を救う」という共通認識に至っ

たことは 、今回のシンポジウムの大き

な収機であったといえよう 。

最後に 、ドイツのヴアルトペルクタ

史がスズキ・メソlドへのドイツ圏内

での偏見や批判といか仁たたかってい

るかに触れつつ 、「誰でも参加できる

幅広い運動こそスズキ・メソ1ドでは

ないのか。ゲiテの世界に通ずる子供

を育てるのが目的ではないし 、今回の

テン・チルドレンはスズキのエリート

ではないのか」と発言していたことに

も言及しておこう 。

これらの発言を合めて 、今回のシン

ポジウムはテン・チルドレンを引率さ

れた指導者の先生やお母棟方にも地非

傍聴してほしかったのだが 、スケ

ジュール上の迎山からか 、その機会が

なかったことが惜しまれる 。

二円日午後の総括討論は 、ドイツの

ユlリア・シユベアリンク（マック

ス・プラング学術振興協会）さんと私

が共同議長をつとめた 。すると 、才能

教育研究会の理事もしていただいてい

る神戸大学名誉教授の鈴木正幸氏が突

然会場に現れ 、しばらくして発言を求

められ 、教育学者の立場から早教育の

意義と限界について意見を述べられた

のである 。
議長として私は胸をなでおろ
す思い

であったが 、ここで鈴木（正）氏が昨日

来の－茶論議を蒸し返されるのではな

いかと大いにハラハラしたものであ

る。というのは 、鈴木（正）氏は 、スズ

キ・メソlドの子供たちがグランドコ

ンサートなどで一茶の
俳句を朗読する

ことに大いに批判的で 、「一茶の俳句

を管で一斉に斉唱させることに強い疑

問を感じました」と問題提起し（『才

能教育』九六年夏号 、参照） 、才能教

育研究会の内部で激しい論争になった

ことがあったからである 。鈴木（正）氏
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心

温

ま

る

感

動

的

な

旅

ー
ス
ズ
キ
・
チ
ル
ド
レ
ン
の
ド
イ
ツ
・
ツ
ア
ー

東
海
地
区
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
科
指
導
者

十
月
二
十
日
朝 、
一
行
二
十一
名
は
成
田

を
出
発
し
ま
し
た 。
二
十
二
日
ホ
1

フ
市
で

行
わ
れ
る
ド
イ
ツ
ス
ズ
キ・
メ
ソ
l
ド

の

子
供
達
と
の
合
同
演
奏
会 、
一一
十
四
日
ベ
ル

リ
ン
日
独
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
る
「
子
供
と

音
楽」
と
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ユ
ウ
ム
で
の
「
ス

ズ
キ・
メ
ソ
l
ド」

の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
淡
奏
の
た
め
で
す 。

成
田
か
ら
約
十
二
時
間
後 、
日
付
変
更
線

を
通
過
し
向
日
二
十
日
午
後 、
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト

空
港
に
到
精
し
ま
し
た 。
空
港
で
は 、

ホ
l

フ
市
か
ら
コ
サ
キ
様
蓮1）
御
一

家 、
ヤ
ン
様
（注
2）

の
お
出
迎
え
を
受

れ
た
と
聞
い
た
事
が
あ
り 、
鈴
木
先
生
も
そ

の
昔
こ
の
町
を
通
過
さ
れ
て 、
も
う
す
ぐベ

ル
リ
ン
だ
と
思
わ
れ
た
の
か
等
と
想
像
し
ま

し
た 。次

の
日
三
十一
日
は 、
午
前
中
ホ
l

ル
で

リ
ハ
ー

サ
ル
を
行
い 、
市
庁
舎
で
デ
1

ラ
市

長
主
催
の
昼
食
会
に
招
か
れ 、
南
ド
イ
ツ
の

郷
土
料
理
の
御
接
待
を
受
け一
同
大
喜
び
で

し
た 。
午
後 、
子
供
連
は
市
内
観
光
に
連
れ

ホ
ー
フ
で
の
コ
ン
サ
ー
ト

物 末
広

悦

け 、
「
こ
ち
ら
で
少
し
お
休
み
下
さ
い 。
入

国
手
続
と
荷
物
の
受
け
取
り
を
い
た
し
ま
す

か
ら」
と
貴
賓
室
に
案
内
さ
れ
た
時
に
は

ア
ッ
と
驚
く
と
同
時
に 、
ド
イ
ツ
で
の
ス
ズ

キ・
メ
ソ
1
ド

の 、
そ
し
て
何
よ
り
豊
田
耕

児
先
生
御
自
身
の
四
十
年
間
に
わ
た
る
足
跡

の
評
価
の
高
さ
を一
番
に
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま

し
た 。
鈴
木
鎮一
先
生
は
「
最
初
の一
音
を

聴
け
ば 、
そ
の
人
の
演
奏
は
わ
か
る」
と

お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が、
こ
の
旅
は 、
素
晴

し
い
「
第一
音」
で
始
ま
り
ま
し
た 。

－
ホ
｜
フ
市
を
訪
ね
て

て
行
っ
て
い
た
だ
き 、
農
問
先
生 、
中
嶋
嶺

雄
先
生 、
私
の
三
人
は
ア
ン
ト
ン
氏
の
案
内

で
ホ
l

フ
交
響
楽
団
音
楽
学
校
を
見
学
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た 。
ア
ン
ト
ン
氏
は 、
ド

イ
ツ・
ス
ズ
キ
協
会
理
事
長 、
ホ
l

フ
交
響

楽
団
長 、
バ
イ
エ
ル
ン
州
音
楽
委
員
会
長
と

い
う
方
で 、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

空
港
到
着

後 、
コ
ン
サ
ー
ト
も
含
め 、
一二
日
間
の
ホ
ー

フ
滞
在
が
本
当
に
心
温
ま
る
も
の
で
あ
っ
た

の
は 、
氏
の
御
尽
力
の
お
蔭
と
心
よ

り感
謝

し
て
い
ま
す 。

そ
し
て
何
よ
り
こ
の
町
で
驚
い
た
事
は 、

た
っ
た
人
口
五
万
人
の
町
で 、
こ
の
学
校
に

四
歳
か
ら
十
四
歳
の
子
供
達
が
子
人
も
通
っ

て
い
る
と
い

う事
で
し
た 。
こ
こ
は 、
普
通

の
学
校
が
終
っ
て
か
ら
子
供
達
が
楽
器
を
学

ぶ
た
め
に
来
る
の
で
す
か
ら 、
日
本
の
ス
ズ

キ・
メ
ソ
l
ド

の
教
室
と
全
く
同
じ
形
の
も

の
で
す 。
ス
ズ
キ・
メ
ソ
l
ド
も
こ
の
学
校

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
に
あ
り 、
約
八
十
人
の

子
供
が
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン 、
チェ
ロ 、
ハ
ー

プ

等
を
学
ん
で
い
る
と
い
う
事
で
し
た 。
古

く 、
ど
っ
し
り
と
し
た
石
造
り
の
校
舎 、

子

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

か
ら
ホ
l

フ
ま
で
パ
ス

で
約
三
時
間 。
道
の
両
側
は
美
し
い
紅
葉

で 、
パ
ス
の
窓
か
ら
ずっ
と
続
く
回
国
風
景

を
眺
め
て
い
る
と 、
い
つ
の
間
に
か
十
二
時

間
の
空
の
旅
の
疲
れ
も
と
れ
て
行
き
ま
し

た 。
ホ
l
フ
市
は 、
バ
イ
エ
ル
ン
州
に
属

し 、
ド
イ
ツ
が
東
西
に
分
か
れ
て
い
た
頃
は

西
側
の一
番
東
よ
り
の
町
で
検
問
所
が
置
か

れ
て
お
り 、
ま
た
早
く
か
ら
鉄
道
が
敷
か
れ

交
通
の
要
所
と
し
て
栄
え
た
町
の
よ
う
で

す 。
昔
日
本
か
ら
船
で
マ
ル
セ
イ
ユ
港
に
入

り 、
そ
こ
か
ら
鉄
道
で
ホ
l

フ
を
通
過
し
て

ベ
ル
リ
ン
へ
入
る 、
と
い
う
ル
l
ト

が
使
わ
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通
っ
て
く
る
子
供
の
数
の
多
さ
等 、
永
年
培

わ
れ
た
文
化
の
違
い
を
感
ぜ
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た 。

二
十
二
日
夕
方
五
時
よ
り 、
フ
ラ
イ
ハ
イ

ツ
ハ
レ
で
コ
ン
サ
ー
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し

た 。
こ
の
ホ
1

ル
は
シ
ン
プ
ル
な
近
代
的
な

作
り
の 、
よ
く
響
く
ホ
l

ル
で 、
子
供
達
も

気
持
良
く
演
奏
出
来
た
よ
う
で
す 。
こ
こ
で

の
コ
ン
サ
ー
ト

の
様
子
は 、
後
ろ
に
掲
載
し

ま
し
た
フ
ラ
ン
ケ
ン
ポ
ス
ト

紙
の
記
事
を
お

読
み
い
た
だ
け
れ
ば 、
お
わ
か
り
い
た
だ
け

る
と
思
い
ま
す 。
ホ
l

フ
で
の
三
日
間
は 、

地
元
の
皆
様
の
人
情
味
溢
れ
る
心
糧
ま
る
お

も
て
な
し
を
受
け 、
古
き
良
き
ド
イ
ツ
を
感

じ 、
た
っ
た
三
日
間
な
の
に 、
二
十
三
日
朝

に
は
お
互
い
涙
を
浮
か
べ
て
お
別
れ
い
た
し

ま
し
た 。
子
供
述
も
お
母
様
方
も
こ
の
三
日

間
で 、
す
っ
か
り
ド
イ
ツ
が
好
き
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
線
子
で
し
た 。
ワ
ル
ト
ラ
ウ
ト

鈴

木
夫
人
が
天
国
か
ら
子
供
達
に 、
「
ド
イ
ツ

は
良
い
所
で
し
ょ」
と
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が

ら 、
得
意
満
而
の
時
に
見
せ
ら
れ
た
あ
の
茶

目
っ
気
た
っ
ぷ
り
の
笑
顔
で
微
笑
ん
で
お
ら
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れ
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た 。

二
十
三
日
朝 、
パ
ス
で
ベ
ル
リ
ン
へ
向
け

出
発
し 、
途
中 、
中
嶋
先
生
の
御
提
案
で
ラ

イ
プ
チ
ッ
ヒ
の
バ
ッ

ハ
の
眠
る
盤
ト
l

マ
ス

教
会
に
立
寄
れ
た
事
は 、
一
行
に
と
り 、
と

て
も
嬉
し
い
事
で
し
た 。

－
ベ
ル
リ
ン
で
の
コ
ン
サ
ー
ト

ベ
ル
リ
ン
は
ホ
l

フ
よ
り
も
北（
束）
に
位

置
す
る
た
め
か 、
紅
紫
が一
段
と
鮮
や
か

で 、
灰
色
の
秋
の
空
と
美
し
い
対
比
を
な
し

て
い
ま
し
た 。
落
葉
で
ぬ
れ
た
道
と 、
身
の

引
き
締
ま
る
よ
う
な
空
気
の
冷
た
さ 、
ベ
ル

リ
ン
は
北
の
都
会
で
す 。
そ
の
町
の
清
閑
な

住
宅
街
の一
角
に
あ
る
ベ
ル
リ
ン
日
独
セ
ン

タ
ー

は 、
ガ
ラ
ス
張
り
の
モ
ダ
ン
な
建
物

で 、
こ
こ
で
は
都
会
の
そ
れ
で
い
て
落
ち
つ

い
た
美
し
さ
を
感
じ
ま
し
た 。
日
独
セ
ン

タ
ー

で
の
コ
ン
サ
ー
ト

が
ど
ん
な
総
子
で

あ
っ
た
か
は 、
日
独
セ
ン
タ
ー

副
事
務
総
長

で
あ
ら
れ
る
大
木
清
孝
氏
か
ら
の
手
紙
の一

部
を
御
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す。

チ
も
育
つ
親
次
第」
「
ど
の
子
も
育
つ
先

生

次
第」
「
ど
の
子
も
育
つ
私

次
第」

「
し
っ
か
り
や
り
ま
す 。
本
当
で
す
よ
正

に
そ
れ
を 、
そ
れ
だ
け
を
実
行
し
た
子
供
達

で
あ
っ
た
と
言
う
事
で
し
ょ
う 。
つ
ま
り
才

能
教
育
の
鈴
木
先
生
の
理
念
の
線
本
を
実
行

由
来
さ
え
す
れ
ば 、
下
供
述
は
皆
立
派
に
育

つ
と
い
う
事
で
し
ょ
う 。
そ
れ
を
日
本
国
外

に
示
せ
た
と
い
う
事
が 、
今
回
の
摘
奏
旅
行

の
第一
の
成
果
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す 。

－
心
地
良
い
空
間

そ
し
て
加
え
る
に 、
こ
の
旅
は
本
当
に
楽

し
い
も
の
で
し
た 。
特
お
互
い
を
思
い
や

り 、
毎
日
を
気
持
由民
く
過
ご
す
事
が
出
来
ま

し
た 。
中
嶋
先
生
は 、
パ
ス
で
の
移
動
中
な

ど 、
い
つ
も
子
供
述
や
お
母
様
の
輸
の
中
に

入
り 、
何
か
と
気
配
り
を
し
て
下
さ
い
ま
し

た 。
こ
の
よ
う
な
心
地
良
い
空
間
を
お
互
い

の
人
聞
の
聞
に 、
ひ
い
て
は
人
類
全
体
に
創

のぞ

り
出
す
事
こ
そ 、
鈴
木
先
生
が
最
も
希
ま
れ

た
事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か 。
「
誰
の
心
も

禽氾，．綬
つ
け
ず
ま
た
己
れ
を
も」
鈴
木
先
生

「
：：
：
私
共
ベ
ル
リ
ン
日
独
セ
ン
タ
ー

は
自
然

科
学
か
ら
社
会 、

人
文
科
学 、

文
化
等
の
織
々

な
学
術
分
野
で
年
間
二
十
1

三
十
件
の
シ
ン
ポ

ジ
ユ
ウ
ム

、

セ
ミ
ナ
ー 、

国
際
会
議
を
企
画 、

ザ

ぶ盤

ホ
l
フ
市
庁
舎
で
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
。

左
誌
が
デ
l
ラ

市
長

の 、
こ
の
言
葉
の
よ
う
な
人
間
を
育
て
る

事 。
そ
れ
が 、
ス
ズ
キ・
メ
ソ
l
ド

の
第一

の
使
命
で
は
な
い
か
と 、
改
め
て
思
う
旅
で

も
あ
り
ま
し
た 。

松
本
・

東
京
・

名
占
居
と 、

ど
の
会
場
も

満
席
の
中
に
終
了
し
た
船
田
コ
ン
サ
ー
ト

の

帰
り
際
（
十

二
月
二
十

二
日） 、
一
人
の
お

母
様
が
「
も
っ
と 、
こ
の
旅
行
が
続
い
て
い

れ
ば
良
い
の
に 。
こ
れ
で
終
る
と
思
う
と
一棋

が
出
ま
す」
と 。
私
も
同
じ
思
い
で
し
た 。

そ
の
よ
う
に
感
じ
さ
せ
て
下
さ
っ
た
豊
田
先

生 、
中
嶋
先
生 、
ド
イ
ツ
の
方
々 、
日
本
の
各

地
の
方
々 、
そ
し
て一
緒
に
旅
し
た
皆
同僚
の

お
心
遣
い
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す 。

紫
附
し
い
第一
音
で
始
ま
っ
た
こ
の
旅

は 、
や
は
り
最
後
ま
で
感
動
的
な

音楽（
旅）

で
し
た 。十

二
月
二
十
四
日

ク
リ
ス
マ
ス
・

イ

プ 。

ウ
ル
ト
ラ
ウ
ト

鈴
木
夫
人
の
二
回
目

の
御
命
日
に 。

｛
注
1）

ご
主
人
は
ホ
l
フ
交
響
楽
団
の
ヴ
ア
イ

オ
リ
ン
奏
者 、
並
び
に
ド
イ
ツ

ス
ズ

キ・
メ
ソ
l
ド
指
導
者。
奥
様
は
日
本

実
施
し
て
お
り
ま
す
が 、

先
月
の
『
子
供
と
ホH

楽」

の
シ
ン
ポ
ジ
ユ
ウ
ム
で
は
そ
の
実
践
と
し

て
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
す
る
事
に
よ
り 、

出

席
者
は 、

子
供
達
が
本
当
に
楽
し
く
演
奏
す
る

姿
を
目
の
前
に
し 、

そ
の
素
晴
し
さ
に
感
動
い

た
し
ま
し
た・・・・・・」

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
演
奏
で
あ
る

か
ら
と 、
最
初
ア
ン
コ
ー
ル
は
し
な
い
予
定

で
し
た
が 、
鳴
り
や
ま
ぬ
拍
手
に 、
フ
ィ

オ
ツ
コ
の
ア
レ
グ
ロ
を
演
奏
し
ま
し
た 。

こ
の
よ
う
に 、
ホ
l

フ 、
ベ
ル
リ
ン
の
二

ケ
所
の
演
奏
は
共
に 、

そ
れ
ぞ
れ
の
聴
衆
を

魅
了
す
る
も
の
で
し
た 。
私
は
そ
の
演
奏
を

舞
台
の
袖
で
聴
き
な
が
ら 、
こ
の
旅
行
中
垣

間
見
た 、
お
母
様
方
の
子
供
に
お
け
い
こ
さ

せ
て
い
る
姿 、
そ
し
て
ま
た
八
月
以
来
の
豊

問
先
生
の
リ
ハ
ー

サ
ル〈
レ
ッ

ス
ン）
を
想
い

起
し
て
い
ま
し
た 。
ど
の
お
母
線
も
実
に
上

手
に
お
け
い
こ
を
さ
せ
て
お
ら
れ
た
と
い
う

事 。
ど
の
子
も
集
中
し
て
お
け
い
こ
出
来
る

子
で
あ
る
と
い
う
事 。
そ
し
て
八
月
以
来
の

豊
田
先
生
の
適
切
な
御
指
導
で 、
ど
ん
ど
ん

変
化
し
て
行
っ
た
事 。
鈴
木
先
生
の
「
ど
の
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人
ピ
ア
ニ
ス
ト

で 、

ス
ズ
キ
・

メ
ソ
ー

ド
で
指
導
し
て
お
ら
れ 、

今
回
は
通
訳

と
し
て
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た 。

御
子
息
の
ミ
カ
エ
ル
君
（
8
歳）

も
ス

ズ
キ
・
メ
ソ
ー
ド

で
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を

習
っ
て
い
ま
す 。

（
注
2）

ア
ン
ト
ン
氏（
後
述）
の
絡
拝 。

＊ 

本

〔
フ
ラ
ン
ケ
ン
ポ
ス
ト

紙

て
O
O
二
年
十一

月一 －
H〕

ス
ズ
キ
の
生
徒
達
の
感
動
の
演
奏
会

w
日
本
の
天
才
児
達
u
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松
本
の
J
能
教
育
研
究
会
会
長 、

国
際
ス
ズ

キ
協
会
会
長
の
盟
関
緋
児
教
授
の
指
御
下、
ス

ズ
キ
の
生
徒
述 、
「
キ
ラ
キ
ラ
昆」

を
合
炎 。

日
本
ス
ズ
キ
・

メ
ソ
ー
ド

の
組
－

級
の
生
徒
逮

卜
人
の
登
場
は 、
ホ
1
フ
・

フ
ラ
イ
ハ
イ
ツ
ハ

レ
の
聴
衆
に 、

実
に
印
象
的
な 、

絶
対
的
に
稀

な
音
楽
会
を
経
験
さ
せ
た 。

〈
ホ
l
フ
発〉
一

曲
目 、

鈴
木
鋲
一

氏
の
「
キ

ラ
キ
ラ
星」

は 、

全
バ

イ
エ
ル
ン
州
か
ら
集

ま
っ
た
一

O
O
人
の
生
徒
と
日
本
か
ら
の
生
徒

に
よ
っ
て 、

合
同
で
繍
奏
さ
れ
た 。

ホ
l
フ
交

替
楽
団
音
楽
学
校 、

パ
ン
ベ
ル
ク
町
立
音
楽
学



校 、

ト
ゥ
ッ

チ
ン
グ
の
倒
人
数
綬
の
生
徒
遣

は 、

何
日
も
あ
わ
せ
て
練
習
す
る
こ
と
な
く
合

奏
す
る
こ
と
が
で
き
た 。

こ
れ
は
聴
衆
に
強
い

印
象
を
与
え 、
「
ス
ズ
キ
・

メ
ソ
l
ド

」

が
何

で
あ
る
の
か
を
垣
間
見
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ

た 。

と
い
う
の
は 、

ス
ズ
キ
の
生
徒
達
は
世
界

中 、

ど
の
大
陸
で
ど
の
楽
器
を
習
っ
て
も 、

同

じ
教
授法
に
よ
っ
て
学
ぶ
か
ら
だ 。

九
歳
か
ら
十
五
哉
の
こ
の
日
本
の
子
供
遂
の

テ
ク
ニ
ッ
ク
は 、
’

駄
を
の
む
程
だ 。

プ
ロ
の
音

楽
家
で
も
全
力
を
尽
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

高
度
な
ソ
ロ
協
奏
曲
や
減
奏
会
期
の
品闘
が 、

と

て
も
子
供
と
は
思
え
な
い

水
準
で
演
奏
さ
れ

た 。

レ
パ
ー
ト
リ
ー

は 、

バ
ッ

ハ
、

モ
ー
ツ
ァ

ル
ト 、

タ
ル
テ
ィ
1

ニ
、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

、

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
l
ン
、

そ
し
て
日
本
の
わ
ら
べ

歌
に
い
た
る
も
の
だ
っ
た

。

ホ
ー
ル
の
聴
衆
の

中
に
は 、
「
日
本
の
天
才
児
述」

と
思
い 、

口

に
仙
し
た
も
の
も
い
る
こ
と
だ
ろ
う 。

し
か
し 、

こ
の
日
本
の
少
年
少
女
た
ち
が 、

ホ
l

フ
の
聴
衆
の
前
で
喜
ん
で
演
奏
し
て
い
る

こ
と
は 、

よ
く
伝
わ
っ
て
き
た 。

イ
ン
ト
ネ
ー

シ
ョ
ン
と
音
質
の
す
ば
ら
し
さ
に
聴
衆
は
感
激

し 、
一

泊
ご
と
に
熱
狂
の
拍
手
を
送
っ
た 。

こ

の
才
能
あ
る
グ
ル
ー

プ
の 、

た
っ
た
一
人
の
男

ま
し
た 。
実
は 、
こ
の
ト
リ
オ
の
練
習
が 、

そ
れ
ま
で
の
姿
勢
を
見
直
す
大
き
な
契
機
と

な
り
ま
し
た 。
ピ
ア
ノ
・

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン・

チ
ェ
ロ
の
三
台
が 、
そ
れ
ぞ
れ
「
美
し
い

音」
を
出
さ
な
け
れ
ば 、
全
体
と
し
て
ま
と

ま
っ
た
ト
リ
オ
に
は
な
ら
な
い
か
ら
で
す 。

初
顔
合
わ
せ
の
メ
ン
バ
ー

（
ピ
ア
ノ・

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン）
と
の
信
頼
関
係
も一
朝一

夕
仁
出
来
上
が
る
も
の
で
は
な
く 、

時
間
を

必
要
と
し
ま
し
た 。
そ
れ
で
も
ト
リ
オ
メ
ン

バ
ー

の
屈
託
の
な
い
生
来
の
明
る
さ
や
暖
か

さ 、
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
諸
先
生
の
適
切
な

励
ま
し
に
よ
り 、

リ
ハ
ー

サ
ル
の回
を
重
ね

る
ご
と
に
「
み
ん
な
と
心
を
合
わ
せ
て
音
を

出
さ
ね
ば・：」
と 、
そ
れ
ま
で
の
わ
が
ま
ま

な
娘
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
意
織
が
芽
生
え

た
よ
う
で
す 。
「
美
し
い
音
を
美
し
い
心

を」
は 、
鈴
木
鎮一
先
生
の
座
右
の
銘
だ
そ

う
で
す
が 、
正
に
そ
の
通
り 。
ト
リ
オ
を
通

し
て
「
心」

の
大
切
さ
を
学
ん
だ
気
が
い
た

し
ま
す 。
も
ち
ろ
ん
「
心」
だ
け
で
は
駄
目

で 、

そ
れ
に
見
合
う
だけ
の一
府
の
練
習
を

つ
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
・百
う
ま
で
も

子
で
あ
る
日
置

政
は 、

タ
ル
テ
ィ
l

ニ
の

「
コ
レ
ル
リ
の
主
題
に
よ
る
変
炎
山」

を
奏

し 、

魅
了
さ
れ
た
聴
衆
か
ら
絶
賛
さ
れ
た 。

こ
こ
で
体
験
で
き
た
の
は 、

徹
底
し
た
努
力

で
才
能
を
最
良
に
の
ば
そ
う
と
す
る
ス
ズ
キ・

メ
ソ
l
ド

の 、

そ
の
よ
く
構
成
さ
れ
た
教
育
シ

ス
テ
ム
の
た
っ
た
一

角
に
す
ぎ
な
い

。

例
え

ば 、

こ
の
九
歳
の
少
年
は 、

母
親
の
支
援
の
も

と
に 、

日
に
四
十
五
分
ず
つ
四
阿
練
習
す
る
と

い
う 。

彼
は 、

そ
れ
を
か
が
や
く
口
で
語
り 、

楽
し
い
し
粉
り
に
思
っ
て
い
る
と
も一一

っ

た 。

こ
れ
は 、

こ
の
日
本
の
最
高
鈴
の
生
徒
途
全
員

に
共
通
す
る
こ
と
で 、

自
分
途
の
能
力
に
喜
び

を
覚
え 、

こ
の
特
別
の
成
果
に
誇
り
を
抱
い
て

い
る
こ
と
を 、
私
た
ち
も
強
く
感
じ
さ
せ
ら
れ
た 。

美
し
い
音
を

美
し
い
の
を

｜
美
し
い
ド
イ
ツ
で
｜

京
都
文
部
チ
ェ
ロ
科

カ日

代

藤

手口

十
月
二
十
日 、
十
人
の
子
供
た
ち
の
大
き

な
期
待
と
不
安
を
の
せ 、
ル
フ
ト

ハ
ン
ザ
航

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が：・ 。

幸
い 、
ド
イ
ツ
の
二
回
の
演
奏
会
も
無
事

終
了
し 、
子
ど
も
た
ち
は
多
く
の
方
々
か
ら

お
誉
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た 。
私
は

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

か
ら
ホ
1
フ
ま
で
の
悶
闘

風
景
を
思
い
出
し
て
い
ま
し
た 。
十
月
下
旬

の
ド
イ
ツ
は
聞
畑
の
収
穫
を
終
え
た
ば
か
り

で 、
紅
葉
す
る
木
々
に
美
し
く
彩
ら
れ
た

堂
々
と
し
た
風
景
で
し
た 。
一

方 、
私
の
目

の
前
に
は 、
別
の
大
き
な
収
穫
を
え
た
十
人

の
子
ど
も
た
ち
が
お
り
ま
し
た 。
「
プ
ラ

ボ
l」
と
い
う
掛
け
声
と
割
れ
ん
ば
か
り
の

拍
手
を
い
た
だ
い
た
子
供
た
ち 。
実
に
は
れ

ば
れ
と
し
た
表
情
で 、
そ
の
充
実
感
を
か
み

し
め
て
い
ま
し
た 。
子
ど
も
た
ち
が一
人
ひ

と
り
大
切
に
育
ん
で
き
た
も
の
が

擁実
に
稔

り 、
そ
れ
が
ま
た
新
た
な
種
子
と
なっ
て 、

さ
ら
に
大
き
な
収
穫
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す 。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が 、
暖
か
く
見
守
り

な
が
ら
ご
指
導
く
だ
さ
い
ま
し
た
盟
国
先
生

始
め 、
時
先
生
方
に
心
よ
り
御
礼
申
し
ょ
げ

ま
す 。

空
機
は
成
闘
を
発
ち
ま
し
た 。
し
か
し 、
ホ

ン
ト

の
こ
と
を
言
え
ば 、

こ
の
日
を
迎
え
る

ま
で
が
大
変。
少
な
く
と
も
我
が
家
に
お
い

て
は

毎
日
が
戦
い
の
連
続 。
決
し
て
意
気

揚
々
と
か
順
風
満
帆
と
い
っ
た
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た 。

そ
も
そ
も 、
日
々
の
レ
ッ
ス
ン
時
間
を
い

か
に
し
て
短
く
す
る
か
ば
か
り
を
思
案
し
て

い
る
「
お
稽
古
嫌
い」
の
娘
に 、
「
ド
イ
ツ

で
の
コ
ン
サ
ー
ト」
と
い
う
大
役
が
回
っ
て

き
て
し
ま
っ
た
の
で
す
か
ら 、
保
護
者
と
し

て
は
す
ぐ
に 、
そ
れ
ま
で
の
練
習
態
度
を一

か
ら
変
え
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
ま
し
た 。
と
は
い
え 、
ど
れ
だ
け
口
を

酸
っ
ば
く
し
て
説
い
て
み
て
も 、
娘
に
は
馬

耳
東
風 。

こ
ち
ら
が
期
待
す
る
よ
う
に
は 、

な
か
な
か
変
わ
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た 。

そ
れ
ど
こ
ろ
か 、親
が
住
恕
す
れ
ば
す
るほ

ど 、

音
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
娘
の
心
も

曇
っ
て
い
く
よ
う
に
見
え
ま
し
た 。

そ
ん
な
あ
る
日 、
ド
イ
ツ
の
演
奏
会
で
は

ソ
ロ
に
加
え 、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ピ
ア

ノ・
ト
リ
オ
の
演
奏
も
あ
る
こ
と
が
分
か
り
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ド
イ
ツ
の
最
高
の
思
い
出

小
野
支
部
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
科・
9
縁

日

程

駿

十
月
二
十
日
か
ら一
週
間 、
僕
は
ド
イ
ツ

に
演
奏
旅
行
に
行
っ
て
き
た 。

こ
の
一

週間
は
色
々
な
事が
あ
っ
て
と
て

も
い
そ
が
し
か
っ
た
け
ど 、
と
に
か
く
と
て

も
楽
し
く
て 、
日市
り
の
飛
行機
の
中
は
悲
し

く
て
仕
方
な
か
っ
た 。
豊
田
先
生
と
合
奏
の

勉
強
を
し
た
り 、
友
達
の
お
け
い
こ
し
て
い

る
姿
を
見
た
り
し
て
多
く
の
事
を
学
ん
だ

し 、
ド
イ
ツ
の
美
し
い
鼠
色
を
見
た

り美
味

し
い
食
事
を
食
べ
た
り
し
て 、

楽
し
い
経
験

も
た
く
さ
ん
し
た
が 、
な
ん
と
言
っ
て
も
僕

に
と
っ
て
最
高
の
思
い
出
は 、
ホ
l

フ
の
演

奏
会
で
沢
山
の
あ
た
た
か
い
拍
手
を
も
ら
っ

た
事
だ 。

あ
の
目 、
演
奏
会
の
始
ま
る
前 、
僕
は
と

て
も
ド

キ
ド
キ
し
て
い
た
が 、
前
の
夜
に
ク

ラ
イ
ス
ラ
ー

が
僕
の
夢
の
中
に
出
て
き
て 、

- 29 -



「
明
日
は
私
も
聞
き
に
行
く
か
ら
頑
強
り
な

さ
い」

と
言
っ
て
く
れ
た
の
を
思
い
出
し
て、
せ
い

い
っ
ぱ
い
僕
の
ク
ラ
イ
ス
ラ
l
を
弾
い
て
ド

イ
ツ
人
を
驚
か
せ
よ
う
と
思
っ
た。
（
錐
者

住・
夢
の
中
で
は、
も
ち
ろ
ん
ク
ラ
イ
ス

ラ
ー
も
日
本
語
を
話
す。）

「
ゅ
う
れ
い
で
も
い
い
か
ら
本
当
に
ク
ラ
イ

ス
ラ
ー
が
来
て
い
な
い
か
な
あ」

な
ん
て
思
っ
て
舞
台
か
ら
客
席
を
な
が
め
た

ら、
ド
イ
ツ
人
の
お
客
さ
ん
の
頗
が
み
ん
な

ク
ラ
イ
ス
ラ
1
に
見
え
て
き
て
し
ま
っ
た。

何
百
人
も
の
ク
ラ
イ
ス
ラ
l
の
前
で
演
奏
す

る
の
は、
と
て
も
き
ん
張
し
た
が、
山聞
が
始

ま
る
と
周
り
が
何
も
見
え
な
く
な
っ
た。

次
に
僕
が
気
が
付
い
た
の
は、
沢
山
の

「
ブ
ラ
ボ
l」
の
声
だっ
た。
ま
る
で
世
界

一
向
い
山
の
て
っ
ぺ
ん
に一
人
で
立
っ
て
い

て、
ま
わ
り
の
山
々
か
ら、
こ
だ
ま
が
か

えっ
て
く
る
よ
う
に
「
プ
ラ
ポ
l」
が
何
回

も
聞
こ
え
て
耳
が
熱
く
な
っ
た。

次
の
日
の
朝
食
の
時、
盛
田
先
生
に、

「
こ
の
幽
は
本
当
に
君
に
ぴ
っ
た
り
の
曲
だ

ね」と雪
っ
て
も
ら
え
た
事
も、
と
て
も
陪
し

かっ
た。

僕
は、
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
を一
生
忘
れ
ら

れ
な
い
だ
ろ
う。
今
で
も
ま
だ
あ
の
拍
手
が

聞
こ
え
て
き
そ
う
な
気
が
す
る。
ま
た、
沢

山
の
人
に
僕
の
演
奏
を
開
い
て
ほ
し
い。
い

市
長
主
催
の
昼
食
会｛
ホ
l

フ

っ
か
は
世
界
中
の
人
に
聞
か
せ
た
い。
こ
の

旅
行
を
通
し
て、
僕
は
ど
う
し
て
自
分
が
バ

イ
オ
リ
ン
を
弾
く
の
か、
初
め
て
分
か
っ

た。
僕
は
人
に
聞
い
て
も
ら
う
の
が
好
き
な

の
だ。
毎
日
の
練
習
は、
つ
ら
い
時
も
あ

る。
で
も
バ
イ
オ
リ
ン
は
弾
き
た
い。
練
習

し
な
い
と
自
分
が
出
し
た
い
よ
う
な
音
は
絶

対
に
出
な
い。
だ
か
ら
練
習
す
る。
そ
う
す

る
と
だ
ん
だ
ん
上
手
に
なっ
て
楽
し
く
な
る

か
ら、
ま
す
ま
す
人
に
聞
い
て
も
ら
い
た
く

な
る
の
だ。

ド
イ
ツ
前
奏
旅
行
は
僕
に
と
っ
て
最
高
の

思
い
出
に
な
っ
た。
僕
を
連
れ
て
行っ
て
く

れ
た
豊
田
先
生、
他
の
先
生
方、
い
つ
もバ

イ
オ
リ
ン
を
教
え
て
く
れ
る
渋
谷
先
生、
お

母
さ
ん、
お
留
守
番
を
し
て
く
れ
た
お
父
さ

ん
と
お
姉
ち
ゃ
ん、
一
緒
に
ド
イ
ツ
に
行っ

た
九
人
の
お
友
達・
上
級
生、
み
ん
な
の
お

か
げ
だ。
ど
う
も、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た。
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